
「宋室田」

に
お
け
る
謝
霊
運

は
じ
め
に

謝
護
運
に
は
、
沈
約
巻
六
十
七
に
「
臨
死
作
詩
日
(
死

に
臨
み
詩
を
作
し
て
日
く
こ
と
し
て
引
か
れ
、
で
仏
弘
明
集
い
以
降
、

「
臨
終
詩
」
と
称
さ
れ
て
い
る
作
品
が
あ
る
。
そ
の
生
一
殺
の
最
後
に

作
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
に
は
多
く
の
研
究
者
が
触
れ

て
い
る
。
大
部
分
は
掛
一
叫
運
に
仏
教
的
救
い
が
あ
っ
た
か
否
か
に
主
た

る
関
心
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
吋
宋
盤
闘
い
と
い
う
作
品

の
中
に
お
い
て
改
め
て
読
み
直
し
て
み
る
時
、
「
臨
終
詩
」
は
死
を

ど
う
受
け
容
れ
る
か
で
は
な
く
、
生
さ
る
こ
と
を
力
強
く
肯
定
す
る

作
品
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。
本
稿
の
目
的

は
、
死
の
側
か
ら
警
か
れ
て
い
る
べ
き
作
品
を
コ
木
設
と
で
は
生
の

側
か
ら
読
も
う
と
し
て
い
石
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
作
品
性
が
引
用
者

の
処
弾
一
の
仕
方
に
よ
っ
て
転
換
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
、
謝
霊
選

「
臨
終
詩
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

「
臨
終
詩
」

の
解
釈
に
つ
い
て

稀

代

麻

也

子

「
臨
終
詩
」
は
、
謝
護
運
が
最
期
に
救
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い

う
点
で
意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
こ
の
作
品
に
異
同
が

多
い
こ
と
に
あ
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
違
い
は
後
半
部
分
に
あ

る
。
そ
こ
で
は
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
句
の
順
番
が
入
れ
替
わ
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
最
後
に
解
釈
の
違
い
を
生
み
出
す
、
王
た
る
原
因
と
思
わ

れ
る
こ
勾
が
加
わ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に

「
臨
終
詩
」
の
全
文
を
あ
げ
る
。
コ
ホ
室
田
」
の
謝
…
一
一
車
道
伝
に
引
用
さ
れ

た
十
二
勾
の
う
ち
、
解
釈
に
大
き
な
違
い
を
麓
さ
な
い
最
初
の
八
句

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Q
Z弘
明
集
」
巻
一
ニ
十
と
文
字
に
異
問
が
あ
る

も
の
に
は
傍
注
を
附
す
。
)

認可

引
裂
勝
無
余
生
襲
勝
に
余
生
無
く

ザ

字

削

制

的
李
業
脊
終
尽
李
業
に
終
尽
有
り

受

印
税
山
公
理
統
迫
税
山
公
は
理
も
て
既
に
迫
り

(13 ) 



制
緩
生
命
亦
鴨
川
〆
穫
生
も
命
も
て
部
類
く

後

払

倒

的
懐
懐
凌
霜
葉
懐
懐
た
り
霜
を
凌
ぐ
葉

N

W

M併

問
網
椴
街
風
菌
網
網
た
り
風
に
衡
か
る
る
菌

引
謹
一
遊
覧
幾
何
滋
遁
党
に
幾
何
ぞ

前
修
短
非
所
感
修
短
は
慰
む
所
に
非
ず

詩
を
解
釈
す
る
よ
で
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
、
的
以
下
で
あ
る
0

3
水
害
い
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

η心

的
送
心
自
覚
前
心
を
送
る
自
覚
の
前

ω
斯
痛
久
巴
忍
斯
の
痛
み
久
し
く
己
に
忍
ぶ

什
恨
我
一
君
子
志
恨
む
ら
く
は
我
が
君
子
の
志

口
不
獲
巌
上
浪
巌
上
に
択
ぶ
を
獲
ざ
る
を

一
方
、
明
以
降
に
輯
め
ら
れ
た
総
集
・
別
集
が
基
本
的
に
従
っ
て
い

る
吋
広
弘
明
集
い
で
は
、
な
木
敢
闘
い
の
閃
以
下
に
あ
た
る
部
分
に
違

い
が
あ
る
。
便
宜
上
、
匂
頭
に
冠
す
る
番
号
は
吋
宋
書
い
に
引
か
れ

た
句
販
に
基
づ
き
、
設
闘
い
に
な
い
二
勾
は
「
料
」
で
表
す
。

什
恨
我
親
子
志
恨
む
ら
く
は
我
が
君
子
の
芯

ロ
不
得
巌
上
淑
巌
上
に
訳
ぶ
を
得
ざ
る
を

関
送
心
正
党
前
心
を
送
る
正
覚
の
前

川
斯
痛
久
己
忍
斯
の
痛
み
久
し
く
巴
に
忍
ぶ

い
川
崎
勝
乗
来
生
唯
だ
来
生
に
乗
じ

料
怨
税
関
心
朕
怨
親
心
の
朕
を
同
じ
く
す
る
を
願
ふ
の
み

こ
の
作
品
の
解
釈
の
方
向
を
、
「
来
生
」
と
い
う
一
一
言
葉
を
糸
口
に
し

て
考
察
す
る
。

謝
霊
運
と
共
に
劉
義
真
と
つ
な
が
り
の
深
か
っ
た
釈
慧
琳
に
「
白

黒
論
」
(
「
均
蕃
論
」
)
が
あ
り
、
「
来
生
」
に
関
す
る
議
論
も
み
え

る
。
「
来
生
」
な
ど
と
い
う
考
え
方
は
方
便
で
あ
っ
て
今
の
生
こ
そ

①
 

が
大
切
な
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
の
だ
が
、
『
宋
冊
一
一
旦
(
巻
九
十

七
)
に
よ
れ
ば
こ
の
論
は
仏
教
を
舵
純
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

「
侶
僧
」
の
反
援
を
受
け
る
一
方
で
文
帝
に
は
質
せ
ら
れ
て
、
慧
琳

は
一
兆
嘉
中
に
重
用
さ
れ
た
と
い
う
口
こ
れ
に
従
え
ば
「
臨
終
詩
一
」

は
、
吋
広
弘
明
集
」
が
引
く
最
後
の
ニ
匂
が
あ
れ
ば
「
旧
僧
」
の
考

え
方
に
与
し
て
来
性
を
信
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
し
、
な
け
れ
ば
現

世
を
重
視
す
る
慧
琳
の
論
理
と
間
質
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

少
し
時
代
は
下
る
が
、
北
問
の
王
褒
「
舟
蔵
経
旗
文
」
(
門
広
弘
明

集
い
巻
二
十
ニ
)
に
「
ム
ハ
趣
怨
親
同
登
正
覚
(
六
趣
の
怨
親
問
に
正
覚

に
受
ぜ
ん
こ
と
を
ど
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
悟
り
を
得
ら
れ
ま
す

よ
う
に
、
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
で
仏
弘
明
集
い

の
「
臨
終
詩
」
で
は
「
正
覚
」
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
と
最
後
の
句
に
あ
る

「
怨
親
」
と
い
う
一
言
葉
が
暗
応
し
て
「
来
生
」
へ
希
望
を
繋
げ
よ
う

と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み

を
導
く
吋
広
弘
明
集
い
の
引
用
は
、
平
に
い
う
「
悶
僧
」
的

立
場
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

(14 ) 



と
こ
ろ
で
今
、
先
行
文
献
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
そ
れ
ら
屯
が

叫
に
従
っ
て
い
る
の
か
コ
仏
弘
明
集
」
に
従
っ
て
い
る
の
か
を
確

認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
白
吋
宋
害
い
に
基
づ
い
て
正
文
を
引

用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
顧
紹
柏
(
叶
謝
護
運
築
校
注
ん
中
州
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
七
年
八
月
)
、
船
津
富
彦
(
吋
中
留
の
詩
人
3
謝
謹
速
い

集
英
社
、
一
九
八
三
年
五
月
)
、
小
尾
郊
一
(
吋
謝
議
選

l
i
弧
独
の
山

水
詩
人
い
汲
古
書
続
、
一
九
八
三
年
九
月
)
、
後
藤
秋
正
(
川
中
間
中
世

の
哀
傷
文
学
い
研
文
出
版
、
…
九
九
八
年
一

O
丹
)
牧
角
悦
子
(
「
謝
議

運
詩
考

i
i剃
那
と
伝
統
」
九
州
大
学
文
学
部
吋
文
学
研
究
い
八
四
、
一

九
八
七
年
二
月
)
が
あ
る
。
一
方
、
吋
広
弘
明
集
い
に
従
っ
て
正
文

を
引
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
黄
節
(
吋
謝
康
楽
詩
註
い
巻
四
)
、

大
上
正
英
(
吋
中
国
古
典
詩
緊
花
4
思
索
と
詠
懐
」
小
学
館
、
一
九
八
五

年
九
月
)
、
鍾
優
民
(
吋
謝
議
運
論
稿
μ

斉
魯
常
一
聞
社
、
一
九
八
近
年
一

O

月
六
森
野
繁
夫
(
吋
謝
膜
楽
詩
集
い
白
帝
社
、
一
九
九
一
一
一
年
九
月
)
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
願
紹
柏
と
鍾
俊
民
と
を
除
き
、
他
は
す
べ
て
、
誠

一
議
運
が
来
世
を
信
じ
た
(
あ
る
い
は
信
じ
よ
う
と
し
て
い
た
)
か
否

か
、
と
い
う
こ
と
に
何
ら
か
の
関
心
を
抱
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
従

来
の
読
み
方
の
大
多
数
は
、
「
唯
願
一
束
来
生
、
怨
親
悶
心
朕
」
と
、

「
来
生
」
に
思
い
を
い
た
す
二
句
を
つ
け
加
え
る
吋
広
弘
明
集
」
の

よ
う
な
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
引
用
さ
れ
る
字
句
自
体

は

必

ず

し

も

に

基

づ

い

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

。

こ

の
こ
と
か
ら
、
末
尾
の
二
句
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も

笑
際
に
解
釈
す
る
段
階
に
お
い
て
は
、
謝
護
運
が
こ
の
詩
に
お
い
て

来
世
と
い
う
概
念
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
と
前
提
す
る
の
が
一

般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
口
「
謝
一
護
運
に
は
仏
教
的
救
い
が
あ

っ
た
」
、
「
謝
議
選
に
仏
教
的
な
救
い
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
一
見
正

反
対
の
解
釈
の
方
向
は
、
実
は
等
し
く
門
広
弘
明
集
」
に
導
か
れ
た

読
み
方
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
宋
書
」
で
は
、
謝
護
運
の

眼
差
し
は
現
世
の
側
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
「
臨
終
詩
」
は
、
生
に

向
か
う
作
品
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
以
下

に
論
じ
て
い
く
。

筆
者
の
関
心
は
解
釈
の
優
劣
を
決
め
る
こ
と
や
、
「
宋
設
と
と

で
仏
弘
明
集
い
の
ど
ち
ら
が
謝
霊
運
の
作
品
と
し
て
本
来
の
面
闘
を

保
っ
て
い
る
か
を
決
め
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
引
用
す

る
か
と
い
う
そ
の
操
作
に
よ
っ
て
作
品
の
意
味
す
る
内
容
が
転
換
し

得
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
引
用
そ
れ
自
体
の
様
相
を
、
コ
木
骨
一
一
と

の
側
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

( 15 ) 

先
ず
、
謝
議
選
伝
全
体
の
構
成
を
み
る
。
の
本
伝
に
引

用
さ
れ
て
い
る
謝
霊
運
自
身
の
作
品
に

I
i
mを
、
作
品
の
間
に
あ

る
記
述
に
A
i
G

て
標
題
と
し
、
古
木
畳
一
ご
本
伝
自
体
の
構



成
を
、
重
要
と
思
わ
れ
る
編
激
・
志
・
文
・
山
水
と
い
っ
た
要
素
に

着
目
し
つ
つ
線
認
し
て
お
く
。
な
お
、
篇
名
は
便
宜
的
に
顧
紹
柏

が
使
用
し
て
い
る
も
の
を
使
う
。

A
文

に
か
げ
て
は
及
ぶ
も
の
が
な
か
っ
た

(
「
文
章
之
英
、

ー
志
「
撰
征
斌
」
並
序

8
禍
激

内
生
を
殺
し
て
免
官
さ
れ
た
一
笠
運
は
(
「
坐
鞠
殺
門
生
、

裕
が
即
位
す
る
と
公
の
場
で
編
激
の
性
を
あ
ら
わ
に
し
た

激
、
多
儲
礼
度
」
)
。

文
と
志

f生
省高翻

の
人
と
し
て
の
価
値
し
か
認
め
な
い
朝
廷
側
(
「
朝
廷
唱

以
文
義
処
之
」
)
と
説
霊
運
自
身
の
官
界
で
活
躍
し
た
い
と
い

識
(
「
自
詩
才
能
賞
参
権
袈
」
)
と
の
懸
階
。

文
彼例

制
義
真
と
文
籍
に
よ
っ
て
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と

。

禰
激

少
帝
が
即
位
す
る
と
実
権
を
握
っ
た
徐
羨
之
ら
に
た
て
つ
い
た
た
め

永
嘉
に
左
遷
さ
れ
る
(
「
霊
連
構
一
扇
異
向
、
非
殻
執
政
、
司
徒
徐
羨
之
等

患
之
、
出
為
永
草
加
太
守
」
〉
。

志
と
山
水
と
文

失
志
の
中
で
山
水
の
美
に
の
め
り
こ
ん
で
い
き
(
「
郡
有
名
山
水
、
霊

運
素
所
愛
好
、
出
守
既
不
得
志
、
遂
捧
意
瀞
逝
」
)
、
所
構
わ
ず
詩
詠
す

る
よ
う
に
な
る
(
「
所
歪
轍
為
詩
詠
、
以
致
其
意
駕
」
)
。
や
が
て
回
周
囲

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
辞
職
し
、
始
寧
で
搭
土
と
交
わ
る
。
彼
の
作

品
は
都
で
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た
(
「
毎
有
一
詩
至
都
色
、
貴
賎
英
不

競
写
、
指
昔
之
問
、
土
庶
皆
錦
、
遠
近
欽
慕
、
名
動
京
師
」
)
。
こ
の
よ

う
な
中
で
立
が
警
か
れ
る
。

日
山
水
と
文
「
山
居
斌
」
並
序
、
注

C
文
文
帝
が
即
位
し
て
徐
羨
之
ら
が
諒
さ
れ
る
と
謝
霊
運
は
秘
書
監
と
な

っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
文
義
の
人
と
し
て
し
か
扱
っ
て
貰
え
な
い
状

態
(
「
使
整
理
秘
問
書
、
補
足
選
問
」
、
「
令
撰
晋
書
」
)
に
不
満
を
抱

き
、
仮
病
を
使
っ
て
仕
事
を
休
み
、
度
を
超
し
た
遊
び
方
を
す
る
よ

う
に
な
る
。
文
帝
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
自
分
か
ら
休
暇
を
願
い
出
る

形
で
始
寧
に
婦
る
こ
と
に
な
り
、
出
発
前
に
胞
を
意
向
く
。

出
志
「
勧
伐
河
北
欝
」

D
文
と
山
水
も
遊
び
呆
け

(16 ) 

四
友
と
山
、
沢
の
瀞
を
な

れ
た
彼
は
、



し
た
(
「
以
文
章
役
会
、
共
為
・
山
沢
之
潜
」
)
。

山
水

ど
ん
な
山
で
も
踏
破
し
な
い
こ
と
が
な
か
っ
た

州
側
般
、
縦
崎
千
輩
、
英
不
備
尽
い
〉
彼
が
山
水
を
政
渉
す
る
そ
の
様
は

ま
る
で
山
賊
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
山
道
は
危
険
だ
か
ら
と
行
く
手
を

阻
も
う
と
し
た
王
珠
に
対
し
て
刊
が
作
ら
れ
る
口

必
造

W
山
水
「
贈
王
誘
」

正
編
激

実
は
謝
一
議
選
は
、
熱
心
に
仏
教
を
一
信
仰
す
る
太
守
の
孟
判
断
を
ば
か
に

し
て
(
ぺ
生
天
当
在
議
運
前
、
成
仏
必
在
議
選
後
」
)
恨
み
を
買
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
山
賊
騒
動
が
あ
っ
た
後
も
謝
議
選
と
孟
鋲
は
千
拓
事

業
を
巡
っ
て
対
立
す
る
。
孟
鎖
に
議
一
一
一
目
さ
れ
た
相
続
遥
は
身
の
潔
白
を

誌
明
す
る
た
め
に

V
を
書
く
。

v
「
自
理
表
」

F
檎
激

文
帝
の
理
解
を
得
る
も
の
の
、
臨
川
に
左
遷
さ
れ
る
(
「
知
其
見
説
、

不
罪
也
。
不
欲
使
東
帰
、
以
為
鶴
川
内
史
」
)
。
臨
川
で
も
永
嘉
の
時
と

同
じ
よ
う
に
遊
ん
で
い
た
(
「
在
郡
不
奨
永
嘉
」
)
た
め
に
糾
弾
さ
れ

る
。
逮
捕
に
き
た
人
物
を
逆
に
と
ら
え
て
、
謀
反
を
決
意
し
(
「
興

、
引
を
書
く
。

川
口
志
「
臨
川
被
収
」

G
文

に
逮
え
ら
れ
た
が
、
盤
遼
の
才
を
愛
す
る
文
帝
は
免
官
で
す

ま
せ
よ
う
と
す
る
(
三
延
射
}
論
正
新
問
、
上
愛
其
才
、
欲
免
宮
市

日
い
)
。
し
か
し
劉
義
療
が
恕
す
べ
き
で
は
な
い
と
譲
ら
な
い
。
文
帝

の
と
り
な
し
で
死
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
る
も
の
の
、
広
州
左
遷
が
さ
ま

る
。
そ
の
途
上
、
謝
議
運
が
な
ら
ず
者
を
集
め
て
謀
反
を
企
て
て
い

た
と
ま
こ
と
し
や
か
に
龍
一
一
一
一
閃
す
る
者
が
あ
ら
わ
れ
、
葉
市
が
決
ま

る
。
刑
死
に
臨
ん
で
の
作
が
切
で
あ
る
。

叩
志
「
臨
終
」

H
文
・
志

制
限
勝
・
李
業
と
張
良
・
魯
仲
連
に
託
さ
れ
た
意
味
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
(
「
詩
所
称
撰
勝
・
卒
業
、
議
前
詩
子
一
房
・
魯
連
意
也
」
〉
、
卒
年
、
文

章
が
一
世
に
~
加
わ
っ
た
こ
と
(
「
所
著
文
章
、
伝
於
世
」
)
、
子
の
問
問
が
ヰ
〈

折
し
た
こ
と
な
ど
。

追
っ
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政
治
的
に
成
功
し
た
い
と
い
う
謝
護
運
の
志
は
、
二
大
要
因
に
よ

っ
て
組
ま
れ
る
。
一
は
朝
廷
が
彼
に
求
め
て
い
た
の
が
政
治
的
な
能

力
で
は
な
く
文
義
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
は
彼
の
矯
激
の
性
が
政
治
の

場
に
お
け
る
人
間
関
係
に
亀
裂
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
、
で
あ

る
。
志
は
空
転
し
、
文
義
だ
け
が
霊
運
を
霊
運
た
ら
し
め
る
と
い
う

欝
屈
し
た
状
況
の
中
で
、
彼
は
自
分
の
憤
惑
を
矯
激
性
を
伴
っ
た
山



水
へ
の
投
入
と
、
そ
れ
を
作
品
に
結
晶
さ
せ
る
こ
と
で
発
散
す
る
し

か
な
い
。
朝
廷
か
ら
文
義
、
だ
け
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
不
満
を
抱
き

な
が
ら
、
そ
の
不
満
を
文
に
よ
っ
て
解
消
す
る
c

吋
宋
骨
一
一
聞
い
の
本
伝

で
謝
議
選
は
、
自
身
が
望
ん
だ
政
治
家
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
文
学
者
一
と
し
て
掛
か
れ
る
。

次
に
本
伝
以
外
を
み
て
み
る
と
、
謝
一
議
選
が
「
編
激
」
の
人
と
し

て
捕
か
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
記
多
い
こ
と
が
わ
か
る
口
た
と
え
ば
、

巻
三
十
の
五
行
志
に
「
民
間
話
回
、
日
一
人
都
中
衣
J

倍
、
一
一
一
人
捉
坐
席
い

(
民
間
の
訴
に
日
く
、
ヨ
間
人
衣
裾
を
撃
り
、
一
一
一
人
坐
席
を
綻
る
い
ご
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
才
能
に
任
せ
て
い
つ
も
取
り
巻
き
を
引
き
連
れ
て

関
歩
し
て
い
る
謝
議
選
が
将
来
刑
死
す
る
こ
と
を
い
い
あ
て
た
も
の

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
十
こ
に
は
、
謝
霊
運
が
痴
惜
の
織

れ
か
ら
殺
人
を
犯
し
た
こ
と
に
対
す
る
王
弘
の
、
弾
文
が
引
か
れ
、
こ

れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
王
准
之
が
謝
霊
運
の
殺
人
の
罪
に
坐
し

た
こ
と
が
、
巻
五
十
七
袈
廓
伝
と
巻
六
十
王
准
之
伝
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
巻
四
十
…
一
一
槌
道
済
伝
に
誠
一
箆
運
刑
死
一
一
一
年
後
の
元
嘉
十
一
一
一
年

(
回
一
一
一
六
年
)
、
部
護
運
を
「
志
M
W
辞
税
(
志
凶
に
し
て
辞
職
し
ご
と

罵
倒
す
る
認
が
引
か
れ
る
。
他
広
、
「
謝
一
償
却
運
は
知
識
は
豊
富
だ
け

れ
ど
も
息
分
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
謝
混
の
言
葉

も
、
巻
五
十
八
謝
弘
微
伝
に
引
か
れ
る
(
「
問
答
博
前
無
検
(
問
客
は

静
な
れ
ど
も
紋
織
し
ご
)
。

福
激
と
は
対
極
に
あ
る
人
物
に
対
す
る
謝
霊
還
の
慣
れ
を
垣
間
見

せ
る
も
の
と
し
て
は
、
羊
欣
伝
(
巻
六
十
一
一
)
や
王
弘
之
伝
(
巻
九

十
一
一
一
)
に
引
か
れ
た
謝
護
運
の
言
葉
が
あ
り
、
謝
霊
運
を
文
義
の
人

と
し
て
把
握
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
謝
恵
連
伝
(
巻
五
十
一
一
一
)

と
顔
延
之
伝
(
巻
七
十
三
)
の
記
述
が
あ
る
。

以
上
、
ヱ
木
建
ご
に
お
い
て
は
謝
護
運
が
、
編
激
の
生
と
志
の
狭

間
で
一
一
言
葉
を
'
紡
ぎ
続
け
る
し
か
な
か
っ
た
表
現
者
と
し
て
描
き
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
み
て
き
た
。

次
輩
で
は
、
沈
約
の
意
図
に
沿
っ
て
、
つ
ま
り
彼
が
た
木
書
」
の

読
者
に
読
ま
せ
よ
う
と
し
た
方
向
で
、
謝
霊
運
の
「
臨
終
詩
」
を
具

体
的
に
解
釈
し
て
ゆ
く
D
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「
臨
終
詩
」
の
冒
頭
間
句
に
う
た
わ
れ
て
い
る
人
物
は
、
何
れ
も

正
統
で
は
な
い
権
力
に
対
抗
し
て
命
を
落
と
し
た
人
々
で
あ
り
、
こ

の
間
人
の
運
命
を
謝
翠
還
が
自
ら
の
運
命
と
重
ね
合
わ
せ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
し
か
し
、
人
生
の
最
後
に
あ
た
っ
て
自
ら
を
重
ね
合
わ

せ
る
の
に
選
ば
れ
た
の
が
伯
夷
で
も
叔
斉
で
も
強
康
で
も
な
く
、
な

ぜ
襲
勝
・
ホ
チ
業
・
税
山
紹
・
穣
原
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
時
、
「
権
力
に
抵
抗
し
て
死
ん
で
い
っ
た
人
々
」

と
い
う
要
素
だ
け
に
着
目
す
る
読
み
方
で
は
、
に
久
し
く
忍
」



ん
で
い
た
で
摘
」
み
や
、
「
巌
上
に
出
」
ぶ
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た

「
恨
」
み
の
様
相
が
瞬
昧
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
抵
抗
し
て
死
ん
で
い
っ
た
数
多
の
歴
史
上
の
人
物
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
閉
人
に
つ
い
て
以
下
で
み
て
い
き
た
い
。

一
土
葬
を
認
め
ず
に
絶
食
し
た
興
勝
(
門
漢
書
い
巻
七
十
一
一
〉
、
公
孫

述
に
仕
え
る
か
患
を
選
ぶ
か
迫
ら
れ
て
毒
を
選
ん
だ
李
業
(
吋
後
漢

寵
い
巻
八
十
二
、
こ
の
二
人
は
自
ら
の
信
念
に
従
っ
て
死
ん
で
い

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
日
間
朴
子
い
に
は
、
二
人
の
潔
さ
を
称
え
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
自
に
見
え
る
足
跡
を
残
し
て
し
ま
っ
て
完
全
に

影
を
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
方
に
関
心
を
寄
せ
る

見
方
が
載
っ
て
い
る
。
山
奥
に
逃
れ
な
が
ら
践
で
波
に
呑
ま
れ
る
よ

う
に
、
或
い
は
水
の
中
で
焼
か
れ
る
よ
う
に
し
て
殺
さ
れ
て
い
っ
た

古
人
の
例
と
し
て
こ
の
二
人
が
並
び
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

若
襲
勝
之
絶
粒
以
環
命
、
李
業
煎
盤
以
呑
耽
。
つ
つ
し
み
つ

(
襲
勝
の
粒
を
一
組
ち
て
以
て
命
を
殖
と
し
、
李
業
の
躍
を
前
く
し
て

以

て

枇

を

呑

む

が

若

し

。

〉

(

外

篇

「

知

止

」

)

自
分
の
法
を
く
ら
ま
そ
う
と
し
て
そ
れ
に
失
敗
し
た
彼
等
を
、
吋
抽
出

朴
子
」
で
は
「
知
止
」
の
章
、
す
な
わ
ち
溢
れ
る
程
の
気
持
ち
を
も

ち
な
が
ら
空
虚
な
よ
う
に
暮
ら
す
の
が
万
全
の
策
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
述
べ
よ
う
と
し
た
章
で
持
ち
出
し
て
い
る
臼
溢
れ
る
気
持
ち
を

抑

え

き

れ

な

か

っ

た

た

め

に

死

ん

で

い

っ

た

の

襲

勝

や

李
業
の
姿
は
、
編
激
の
性
を
抑
え
き
れ
ず
に
殺
さ
れ
て
い
っ
た
ご
木

世
間
い
の
謝
霊
運
の
姿
と
深
く
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
な
い
だ
ろ

〉
フ
か
。日
初
紹
は
恵
帝
を
守
っ
て
敵
の
刃
に
倒
れ
た
巻
八
十
九
)
。

彼
は
「
以
正
伐
逆
、
理
必
有
征
無
戦
(
正
を
以
て
逆
を
伐
つ
、
理
は

必
ず
絞
有
り
て
戦
無
し
ご
と
、
「
理
」
を
も
っ
て
恵
市
の
も
と
に
馳

せ
参
じ
た
。

一
審
原
は
王
法
に
従
わ
ず
に
恨
ま
れ
て
殺
さ
れ
た
人
物
で
あ
る

(
辺
問
書
い
巻
九
十
四
)
が
、
興
味
深
い
の
は
、
彼
が
権
力
に
追
い
つ

め
ら
れ
て
行
く
様
子
で
あ
る
。

(
饗
)
原
山
居
積
年
、
門
徒
百
数
。
支
波
称
制
謀
償
、
使
人
間

之
、
原
不
答
、
波
心
街
之
。
又
有
遼
東
囚
徒
三
百
余
人
、
依
山

為
賊
、
意
欲
劫
原
為
主
事
、
ホ
未
行
。
時
有
諮
問
、
「
天
子
在

何
許
、
近
在
豆
田
中
」
。
波
以
豆
為
一
案
、
収
原
斬
之
口

(
原
山
居
す
る
こ
と
積
年
、
門
徒
百
数
あ
り
。
玉
楼
称
制
し
て
借
を

謀
り
、
人
を
し
て
之
に
問
は
使
む
る
も
、
原
答
へ
ず
、
法
心
に
之
を

街
む
。
又
遼
東
に
民
徒
三
百
余
人
有
り
、
山
に
依
り
て
賊
を
為
さ
ん

と
し
、
意
に
原
を
劫
し
て
主
事
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
亦
未
だ
行

は
ず
。
時
に
謡
有
り
て
臼
く
、
「
天
子
は
何
許
に
在
り
や
、
近
く
豆

留
の
中
に
在
り
」
と
。
一
段
は
一
足
を
以
て
一
審
と
為
し
、
原
を
収
め
て
之

を
斬
る
。
)
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権
力
者
に
腕
ま
れ
て
身
に
覚
え
の
な
い
言
い
が
か
り
を
つ
付
ら
れ
て

罪
人
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
、
理
由
を
つ
け
て
殺
さ
れ
た
の
が
一
笠
原
と

い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
立
木
謀
聞
い
に
捕
か
れ
て
い
る
謝
霊

運
の
姿
と
奇
妙
に
重
な
り
あ
う
。
謝
霊
運
も
始
寧
で
「
義
故
門
生
数

百
、
撃
山
陵
湖
(
義
故
門
生
数
百
、
山
を
撃
ち
湖
を
波
ふ
こ
と
い
う

生
活
を
し
て
い
た
時
に
太
守
の
孟
顕
に
腕
ま
れ
、
設
い
ら
れ
て
臨
川

に
左
遷
さ
れ
た
。
そ
こ
で
も
兵
を
輿
さ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
追
い

つ
め
ら
れ
、
広
州
に
流
さ
れ
る
時
に
「
説
護
運
は
な
ら
ず
者
と
語
ら

っ
て
事
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
。
今
閉
そ
れ
ら
の
連
中
が
謝
霊
運

奪
還
を
計
一
関
し
た
が
頓
挫
し
て
食
う
に
関
り
強
盗
を
働
い
て
い
た
」

と
い
う
の
統
一
一
一
間
が
得
ら
れ
た
と
し
て
、
葉
市
の
別
が
擁
定

し
た
の
で
あ
る

こ
の
詩
の
中
で
、
文
字
の
問
題
で
意
味
が
と
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
の
が
「
籾
網
」
で
あ
る
。
「
街
風
欝
」
の
状
態
を
示
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
な
の
だ
が
、
叶
網
網
」
と
い
う
文
字
に
は
適
切
な
先
行

例
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
部
分
を
吋
広
弘
明
集
い
に

従
っ
て
「
納
納
」
に
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
多
い
D

ぺ
納
納
」
で
あ

れ
ば
、
「
…
時
湿
貌
」
(
べ
鐙
辞
h

九
歎
の
王
逸
注
)
で
あ
っ
て
「
蕗
」
の

形
容
と
し
て
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
本
当
に
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
ο

こ
の
場
合
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
意
中
高

で
あ
る
か
ら
、
文
学
の
一
端
努
ま
で
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
す

ぎ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
テ
キ
ス
ト
の
文
字
を

安
易
に
改
め
る
こ
と
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
は
あ
る
が
、
も
し
も
「
方

冊
紛
輪
、
簡
議
吊
裂
、
一
ニ
写
易
字
(
方
冊
紛
紛
し
、
簡
は
議
ひ
吊
は
裂

け
、
一
ニ
た
び
写
せ
ば
字
を
易
ふ
)
」
(
守
〈
心
離
龍
』
練
字
)
、
テ
キ
ス
ト

が
乱
れ
、
虫
く
い
や
破
損
に
よ
っ
て
三
度
も
転
写
さ
れ
る
と
文
字
が

す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
記
述
を
援
用
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
筆
者
は
「
網
網
」
は
「
偶
情
」
で
あ
っ

て
、
吋
文
心
蹴
龍
い
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
或
以
音
詑
(
或
ひ
は
音
を

以
て
詑
す
)
」
、
発
音
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
に
あ
た
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
い
。
「
綿
」
も
「
偶
」
も
上
声
一
ニ
十
六
養
韻
で
、
吋
広

韻
』
で
は
と
も
に
「
文
荷
切
片
小
韻
ま
で
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
口

同
じ
よ
う
に
「
懐
」
と
「
凄
」
は
と
も
に
上
平
十
二
斉
韻
で
「
七
計

切
」
だ
か
ら
紛
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

そ
う
す
る
と
、
熱
実
の
罪
を
悲
し
む
吋
楚
辞
い
九
撃
の
「
悲
回

廊
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

思
不
眠
以
歪
曙
。

り
、
思
ひ
て
抑
制
ら
れ
ず
し
て
以
て
曙
に
主
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る
α
)

撫
猟
授
以
案
志
分
、
超
間
情
間
遂
行
。

へ
、
超
と
し
て
潤
潤
と
し
て
遂
に
行

て
以



「
趨
悶
網
開
遂
行
」
は
の
、
注
に
「
失
志
保
越
両
夜
逝
也

失
ひ
偉
逮
し
て
痘
ち
に
逝
く
世
ご
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
志
を
遂
げ
ら

れ
ず
に
失
望
し
て
い
る
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
0

3
股
凄
ヘ
「
情
偶
」
の
二
認
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
志
の
探

い
悲
し
み
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
湧
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
悲
図
的
州
」

は
識
人
に
陥
れ
ら
れ
た
無
実
の
罪
を
悲
し
む
言
葉
で
始
ま
り
、
志
一
品

き
が
故
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
謝
接
選
の
運
命

と
重
な
り
あ
う
。
同
じ
く
「
悲
間
風
」
の
「
介
砂
志
之
所
惑
今
、
織

賦
詩
之
所
明
(
〈
パ
た
る
妙
忘
の
強
ふ
所
、
織
か
に
詩
を
賦
し
て
明
ら
む

る
所
な
り
ご
と
い
う
、
志
が
識
人
に
は
ば
ま
れ
て
遂
げ
ら
れ
な
い

惑
い
を
作
品
に
託
し
て
自
分
の
心
の
内
を
表
現
す
る
の
だ
と
い
う
決

意
は
、
設
鎖
に
部
い
ら
れ
た
謝
護
運
が
「
自
理
表
」
を
書
い
た
こ
と

と
震
な
る
。
ま
た
、
「
憐
忠
心
之
不
可
懲
今
、
証
此
一
一
一
一
同
之
不
可
聯

(
忠
心
の
懲
る
可
か
ら
ざ
る
を
憐
れ
み
、
此
の
一
一
一
一
向
の
柳
く
も
す
一
り
か
ら
ざ

る
を
証
す
ご
、
何
が
あ
っ
て
も
志
を
曲
げ
な
い
自
分
の
頑
な
さ
を
、

そ
れ
で
も
肯
定
し
て
受
け
容
れ
、
そ
れ
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
強
さ

は
、
以
下
に
み
て
い
く
よ
う
に
「
臨
終
詩
」
の
、
特
に
後
半
m
w
i
口

に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

「
自
覚
」
と
い
う
一
一
言
葉
は
、
守
礼
子
家
語
い
(
巻
二
)
に
出
て
く
る
。

孔
子
が
斉
に
行
っ
た
時
、
突
し
て
い
る
者
が
い
た
。
強
烈
な
哀
し
み

で
あ
っ
た
が
、
喪
の
場
合
と
は
違
う
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
た
孔
子

が
そ
の
故
を
訊
ね
る
と
、
丘
吾
子
は
一
失
。
娩
市
自
覚
D

悔

之
何
及
(
苦
に
一
一
一
失
有
り
。
娩
に
し
て
自
ら
党
れ
り
。
之
を
悔
ゆ
れ
ど

も
何
ぞ
及
ば
ん
と
と
答
え
る
。
「
三
失
」
と
は
、
学
が
役
に
立
た
な

か
っ
た
こ
と
、
回
節
が
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
親
し
い
人
と
の

別
れ
、
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
夫
樹
欲
静
而
風
不
停
(
夫
れ
樹
は

静
な
ら
ん
と
欲
す
る
に
鼠
停
ま
ず
こ
と
、
静
か
で
あ
ろ
う
と
す
る
自

分
が
つ
い
に
静
か
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
な
げ
く
。
丘
五
口
子

が
死
を
前
に
し
て
発
し
た
「
自
覚
」
と
い
う
一
一
一
一
向
葉
は
、
現
実
を
正
面

か
ら
み
つ
め
る
、
そ
の
眼
差
し
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
「
臨
終
詩
」
を
訳
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。
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製
勝
は
王
葬
を
認
め
ず
に
絶
食
し
て
死
に
、
李
業
は
公
孫
述
に
仕

え
る
か
車
慨
を
選
ぶ
か
迫
ら
れ
て
毒
を
飲
ん
で
死
ん
だ
。
和
山
紹
は
理
を

通
そ
う
と
し
て
態
帝
を
守
っ
て
敵
の
刃
に
倒
れ
、
一
審
原
は
王
法
に
従

わ
ず
に
恨
ま
れ
て
殺
さ
れ
た
。
苦
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
志
を
果

た
そ
う
と
し
た
彼
等
の
姿
は
、
風
霜
に
耐
え
る
植
物
の
よ
う
に
健
気

で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
患
い
は
つ
い
に
報
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

彼
等
は
失
志
の
深
い
悲
し
み
の
中
で
死
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
志

を
遂
げ
よ
う
と
す
る
行
為
の
気
高
さ
の
斗
間
に
あ
っ
て
は
、
よ
き
人
に

巡
り
会
え
な
い
こ
と
も
命
を
絶
ち
き
ら
れ
る
こ
と
も
大
し
た
こ
と
で



は
な
い
、
そ
う
考
え
も
す
る
の
だ
が
。
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
長
い
あ
い
だ
痛
み
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
君
子
の
志
を
持
つ
'
自
分
は
巌
上
で
命
を
全
う
す
べ
き
で

あ
る
の
に
、
志
の
高
さ
ゆ
え
に
そ
う
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
が
恨
め
し
い
。

と
こ
ろ
で
、

が
叛
逆
を
決
意
し
た
時
の
羽
「
臨
川
被
収
」

は
、
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

韓
亡
ぶ

秦
帝
魯
連
恥
秦
宿
た
ら
ん
と
す
る
や
魯
連
部
づ

本
自
江
海
人
本
自
り
江
海
の
人

忠
義
感
君
子
忠
義
君
子
を
感
ぜ
し
む

「
留
を
滅
ぼ
さ
れ
た
恨
み
を
雪
ぐ
た
め
に
始
泉
宿
を
殺
そ
う
と
し
た

子
房
(
猿
良
)
、
越
に
滞
在
し
て
い
た
特
に
そ
の
気
迫
で
秦
を
退
か

せ
た
魯
連
(
魯
仲
連
)
、
心
を
江
海
に
馳
せ
て
い
た
彼
等
の
忠
義
は

君
子
た
る
も
の
の
共
感
を
呼
び
起
こ
し
た
」
と
い
う
も
の
だ
が
、

ヱ
水
準
日
で
は
「
臨
終
詩
」
を
引
い
た
直
後
に
「
詩
所
称
襲
勝
・
李

業
、
猶
前
詩
子
一
房
・
魯
連
意
也
(
詩
称
す
る
所
の
襲
勝
・
李
業
は
、
猶

ほ
前
詩
の
子
一
廓
・
魯
速
の
窓
の
ご
と
き
な
り
ご
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て

い
る
。
般
か
に
こ
の
間
人
は
忘
を
貫
く
行
動
を
と
っ
た
忠
義
の
士
で

あ
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
し
か
し
、
に
は
決
定
的
な
違
い

が
あ
る
。
張
良
と
魯
仲
連
は
、
忠
義
の
行
動
に
よ
っ
て
死
に
至
っ
て

は
い
な
い
の
で
あ
る
。
張
良
は
後
に
例
制
邦
に
仕
え
て
晩
年
に
「
願
奔

人
間
何
事
、
欲
従
赤
松
子
(
願
は
く
は
人
間
の
事
を
奔
て
、
赤
松
子
に
従

は
ん
と
欲
す
)
」
(
荒
天
記
」
巻
五
十
五
)
と
仙
人
に
対
す
る
撞
れ
を
表

明
し
て
い
る
し
、
魯
仲
連
は
平
原
君
の
も
と
を
去
り
、
最
後
に
は

「
逃
揺
於
海
上
、
臼
豆
ロ
与
富
貴
布
拙
於
人
、
寧
貧
賎
市
較
世
緯
志

(
海
上
に
逃
隠
し
、
日
く
て
人
に
融
け
ら
れ
ん
よ
り

は
、
寧
ろ
貧
賎
に
し
て
投
を
軽
ん
じ
志
を
躍
に
せ
と
)
」

巻
八
十
一
ニ
)
と
、
文
字
通
り
江
海
の
人
と
な
っ
て
い
る
。
謝
霊
運
が

謀
反
を
決
意
し
た
時
点
の
張
良
・
魯
仲
連
と
、
刑
死
す
前
の
襲
勝
・

李
業
と
の
開
に
吋
宋
骨
一
一
旦
が
共
通
性
を
見
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
吉
人
に
こ
め
ら
れ
た
思
い
の
中
心
が
死
忠
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
断
り
書
き
を
せ
ず
に
詩
、
だ
け
を
提
示
し
て
お
け
ば
、
読

者
は
自
然
に
輿
勝
・
李
業
'
脅
紹
・
餐
原
に
共
通
項
を
兎
出
し
、

「
臨
終
詩
」
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
死
忠
を
読
み
込
む
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
沈
約
の
示
し
た
対
比
に
よ
っ
て
、
「
君
子
」
を
感
ぜ
し
め

て
い
る
の
が
「
君
子
志
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
芸
品
」
は
、
張
良
に

お
い
て
は
始
皇
帝
を
激
怒
さ
せ
る
よ
う
な
行
動
、
魯
仲
連
に
お
い
て

は
秦
軍
を
退
却
さ
せ
る
よ
う
な
気
迫
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
興
勝
に

お
い
て
は
自
ら
絶
食
し
て
死
ぬ
こ
と
、
李
業
に
お
い
て
は
'
自
ら
毒
を

選
ん
で
死
沿
こ
と
と
し
て
示
さ
れ
た
口
志
を
貫
こ
う
と
す
る
こ
の
四
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人
の
行
動
一
は
、
王
体
的
で
、
髄
め
て
激
し
い
。
こ
の
よ
う
な
提
示
の
仕

方
を
含
め
、
日
木
識
闘
い
の
す
〈
脈
に
沿
っ
て
「
臨
終
詩
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
更
に
深
く
考
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

「
襲
勝
と
李
業
は
自
分
の
志
の
も
つ
激
し
さ
を
抑
え
き
れ
な
か
っ

た
た
め
に
死
ん
で
い
っ
た
。
和
山
総
は
己
の
叶
一
止
」
を
信
じ
抜
き
、
麓

原
は
小
人
に
従
わ
な
か
っ
た
。
じ
っ
と
苦
し
み
に
耐
え
て
志
を
守
ろ

う
と
し
た
古
人
の
療
と
し
た
姿
は
美
し
い
。
し
か
し
気
高
い
精
神
は

報
わ
れ
ず
失
志
の
な
か
で
は
か
な
い
命
を
閉
じ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

彼
等
は
運
命
な
ど
心
に
か
け
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
よ
さ
時
代
よ

さ
人
に
巡
り
会
え
る
か
ど
う
か
は
自
分
の
カ
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
こ
と
だ
。
そ
う
い
う
力
で
外
か
ら
命
を
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
場

合
、
そ
の
責
任
は
自
分
に
は
な
い
。
し
か
し
、
本
当
に
志
を
貫
く
た

め
に
は
、
張
良
や
魯
仲
速
の
よ
う
に
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
か
ら
私
は
ず
っ
と
現
実
か
ら
限
を
そ
ら
さ
ず
に
し
っ
か
り
み

つ
め
よ
う
と
し
て
き
た
口
己
の
志
と
外
部
の
圧
力
と
の
激
し
い
相

加
、
決
し
て
譲
れ
な
い
自
分
と
そ
れ
を
許
さ
な
い
外
部
と
の
札
機
の

中
で
、
際
限
の
な
い
痛
み
が
私
を
一
言
葉
へ
と
駆
り
立
て
た
。
残
念
な

こ
と
に
、
君
子
の
志
は
小
人
の
迫
害
を
呼
び
込
み
ゃ
す
い
。
魯
仲
連

や
張
良
に
共
感
し
た
私
は
、
し
か
し
彼
等
の
よ
う
に
自
分
の
抱
え
持

つ
激
し
さ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
謎
を
く
ら
ま
す
こ
と
が
つ
い
に
で

き
な
か
っ
た
。
君
子
の
志
を
持
つ
者
は
、
誰
か
ら
も
制
約
を
受
付
ず

に
巌
に
棲
ん
で
「
自
得
以
窮
年
(
自
得
し
て
以
て
年
を
窮
む
)
」
(
「
山

居
賦
」
)
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
志
を
通
そ
う
と
す
れ
ば
そ
の
志
を

排
除
す
る
力
が
介
入
す
る
。
私
の
性
質
は
私
の
自
由
を
阻
む
力
に
冷

静
に
対
処
し
て
い
く
に
は
激
し
過
ぎ
た
の
だ
口
し
か
し
私
は
決
し
て

後
悔
は
し
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
、
私
に
こ
れ
以
外
の
生
き
方
は
あ

り
得
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
J

死
を
前
に
し
て
す
ら
現
世
に
お
け
る
自
分
の
正
当
性
を
訴
え
続

け
、
最
期
ま
で
来
世
に
救
い
を
求
め
る
こ
と
を
せ
ず
死
に
向
か
う
観

点
を
も
た
な
か
っ
た
謝
護
運
の
資
質
は
、
コ
木
冊
一
一
旦
に
引
か
れ
る

「
山
居
賦
」
で
既
に
暗
示
さ
れ
て
い
た
口
「
好
生
之
属
、
以
我
部
観

(
好
生
の
属
は
、
我
を
以
て
観
る
ご
と
生
さ
る
こ
と
を
力
強
く
肯
定

し
て
い
た
彼
の
「
猫
害
者
恒
以
忍
害
為
心
、
見
放
生
之
理
、
或
可
得

情
(
猫
害
者
は
慢
に
忍
害
を
以
て
心
と
為
す
も
、
放
生
の
理
を
見
れ
ば
、

或
ひ
は
悟
り
を
得
る
べ
し
と
(
自
注
)
、
狩
猟
す
る
者
の
残
忍
な
心

も
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
素
靖
ら
し
さ
が
わ
か
れ
ば
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
い
う
願
い
は
遂
に
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
少
好

文
章
(
少
き
よ
り
文
章
を
好
む
)
」
(
自
注
)
と
、
若
い
頃
か
ら
文
章

を
好
ん
で
い
た
彼
に
ふ
さ
わ
し
く
、
最
期
ま
で
自
分
の
志
の
正
し
さ

を
確
信
し
、
そ
れ
を
作
品
と
し
て
提
出
し
た
の
で
あ
る
口

こ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
『
広
弘
明
集
」
の
引
用
に
従
っ
て
読
ん

だ
場
合
と
全
く
異
な
っ
た
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
広
弘
明
集
い
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に
お
け
る
こ
の
詩
の
大
皆
は
ち
志
を
守
っ
て
死
ん
だ
人
達
が

い
た
。
天
析
は
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
だ
。
た
だ
、
法
蔵
を
結
集
し

て
満
足
し
て
山
で
死
ん
で
い
っ
た
摩
詞
迦
葉
の
よ
う
に
な
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
心
残
り
だ
。
結
局
、
悟
ろ
う
と
し
て
悟
れ
な
い
一
生
で
あ

っ
た
が
、
来
世
で
は
せ
め
て
安
ら
か
で
あ
り
た
い
も
の
だ
」
で
あ

りF
、
来
世
に
思
い
を
寄
せ
る
文
脈
と
な
り
、
死
の
側
か
ら
発
せ
与
れ

た
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
恨
我
君
子
志
、
不
獲
巌
上
浪
」
と
い
う
結
び
は
、
決
し
て
自
分

の
今
ま
で
の
生
き
方
を
後
悔
す
る
も
の
で
は
な
い
。
コ
木
識
と
の

「
臨
終
詩
」
は
自
分
の
生
を
力
強
く
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
来

役
を
夢
見
て
人
生
を
清
算
し
切
り
捨
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
、
沈
約
が
組
解
し
、
そ
の
瑠
解
に
従
っ
て
列

伝
中
に
位
援
づ
け
た
よ
う
に
読
め
ば
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の
志
を
貫

い
た
編
激
の
表
現
者
が
、
苦
し
み
ま
で
含
め
て
丸
ご
と
自
分
の
一
生

を
受
け
容
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
作
品
と
し
て
、
解
釈
の
可
能
性
を

広
げ
る
の
で
あ
る
口

、主{①
沙
門
を
代
表
す
る
脳
同
学
道
士
が
「
若
不
示
以
来
生
之
欲
、
何
以
権
其
当

生
之
滞
」
と
エ
一
一
向
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
「
中
国
聖
人
」
で
あ
る
由
学
先
生

は
「
量
得
以
少
要
多
、
以
粗
易
妙
、
街
仰
之
問
、
非
利
不
動
、
利
之
所

務
、
其
有
極
哉
。
:
:
:
間
・
孔
敦
傷
、
弗
関
視
聴
之
外
」
と
答
え
、
ま

た
、
「
夫
道
之
以
仁
義
者
、
服
理
以
従
化
、
帥
之
以
勧
戒
者
、
循
利
而
選

善
。
故
甘
辞
興
於
有
欲
、
市
滅
於
情
理
、
淡
説
行
於
天
解
、
而
息
於
貧

偽
。
是
以
示
来
生
者
、
一
級
駒
於
道
、
釈
不
得
己
」
と
平
一
一
口
っ
て
い
る
(
吋
宋

畳
一
巳
巻
九
十
七
夷
蛮
伝
)
。

②
越
欽
な
る
人
物
の
「
証
一
一
一
一
旦
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
「
伺
村
醇
道
双
先

与
謝
康
楽
共
事
、
以
去
九
月
初
、
道
双
民
間
一
村
成
国
報
欽
一
玄
吋
先
作
臨
川

郡
、
犯
事
徒
送
広
州
謀
、
給
銭
令
翼
弓
箭
刀
楯
等
物
、
使
道
双
要
合
郷
里

健
児
、
於
一
一
一
江
口
纂
取
謝
。
若
得
者
、
如
意
之
後
、
功
労
是
向
。
い
遂
合

部
党
要
謝
、
不
及
。
既
還
飢
館
、
縁
路
劫
盗
」
。

(
青
一
山
学
院
大
学
大
学
院
)
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